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次回（９月 ４日）の卓話は、 
    

 

 

株式会社 かんがえる防災 

 代表取締役社長  髙木敏行氏 

     

 

 

 

       

 

 

 

 

例会日   月曜日 12:30～１３：３０ 

例会場   リーガロイヤルホテル小倉 

事務所   小倉北区堺町1-2-16-3F 

ＴＥＬ    ０９３－５３１－４０１５ 

ＦＡＸ    ０９３－５３１－１０２２ 
   

 会長の時間（８月２１日  １３０９回 例会記録）     梶原会長       
 

出席報告  ８月２１日 

 

 

在籍会員数 ４３名 

義務出席者 ４０名 

ゲスト     ４名 

ビジター         ０名 

本日出席数   ３６名 

本日出席率  90.00% 

前々回修正出席率 93.69％ 

２０２３～２０２４年度 

小倉中央ロータリークラブ週報 

第１３１０回  本日の例会              ８月２８日(月) 
        

本日の卓話   「ビーチサッカーと地域活性化」   

           株式会社 ドルソーレ   代表  岡本英雄氏 

 

            

                  

       
今回は、供養についてお話しします。 

供養とは、供給資養（くきゅうしよう）を略した言葉です。 

ネットなどで意味を調べてみると「死者の霊に供え物をして、死者の

冥福を祈ること」や「死者の冥福を祈って法会を営むこと また、開眼

供養・鐘供養・経供養など寺院の仏教行事をもいう」などと出てきま

す。岩波書店の仏教辞典によると「仏・法・僧の三宝さんぼうや父母・

師長・亡者などに，香華（こうげ）・灯明（とうみょう）・飲食（おん

じき）・資材などの物を捧げることをいう」とあります。これが浄土真

宗辞典になると「敬いの心をもって奉仕すること  三宝や父母・師長

などに身・口・意の三業をもって供物をささげること」と書かれてあり

ます。 

どれが、皆さんのイメージに近いでしょうか。おそらく最初の意味が

しっくりくる方が多いと思います。 

これはいわゆる追善供養（追加善根供養）と言われるもので、死者に

対して読経や供物を供えるなど、善い行いをすることで、少しでも良い

世界に行って欲しい、何なら成仏して欲しいという行いです。 

しかし、お経は呪文ではありません。お釈迦様が我々娑婆に生きる者

に対して、この世の真実をお示しになり、どんな事があっても喜びの中

で生きていく事が出来る（救われる）教えをお話し下さり、それをお弟

子様方が記録編纂したものがお経でありますから、1000人の僧侶が死者

の前で読経しても、世界中の高価な物をお供えしても成仏する事はあり

ません。 

供養の語源はサンスクリット語の pūjanā（プージャナー）から来てお

り、意味は「尊敬」です。そうしますと浄土真宗辞典にある意味が本質

を捉えていると思いませんか。身の行いは合掌礼拝、口の行いは読経、

意の行いは真摯に仏法を聞く心であります。浄土真宗における読経は、

仏様のお徳を讃える行為です。ただ私たちは仏様のお徳を完全に理解す

る事が出来ないので、悟りの境地に至りそのお徳を褒め讃えたお釈迦様

の言葉を借りて、すなわちお経を口に称える事で讃えていくのです。 

仏教辞典にある供養の対象の「亡者」が削除されているのは、浄土真

宗では先に逝かれた方を仏様として頂くからです。 

しかしながら、世間では供養と言えば追善供養のイメージが強いの

で、誤解を招かぬように、浄土真宗の行事には供養と言う言葉を使いま

せん。かろうじて、前述の読経の事を仏徳讃嘆供養と呼ぶ事が残ってい

るくらいです。 

供物に関しましても、灯りを付け、お花を飾り、香を焚き、お仏飯を

供え、香水（こうずい）を上げますが、これも全て亡くなった方へ差し

上げるのではなく、お浄土の荘厳（しょうごん 飾りのこと）としてお

供えさせて頂くのです。皆様もこれからの供養のあり方を、お寺と話し

てみてはいかがでしょうか。 

 

 ８月のお誕生日

      

    ２３日  芳賀 元生会員 

    ２５日  鍋島 律子会員 

 

 

今月の主な予定

 7日(月)   歴代会長会議・懇親会 

10日(木)   暁の鐘学園 落成式 

19日(土)   双葉学園川遊び交流会 

20日(日)    RLI研修 

21日(月)    定例理事会 

27日(日)    24時間 TV街頭募金        
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・家庭集会のご案内 

  テーマ  「思わず出席したくなる例会にするためのアイデア」 

  日時   9月 16日まで 

  報告   ９月 25日(月) 卓話の時間に行います。 

・定例理事会報告 

 ①新潟地区災害義援金に関する件 

   予備費より会員一人当たり 1,000円として 43,000円と募 

金箱で集まった金額を送金します。 

 ②特別会員に関する件で臨時総会を開きます。（9/25予定） 

  郵送にて文書が届きますのでよろしくお願いします。 

 ③8月 10日、暁の鐘学園落成式に参加してきました。 

   植樹の準備も整ってきました。 

 

 

梶原・森本会員―東筑紫学園高校 IACの皆さん、本日はよう 

      こそいらっしゃいました。活動報告楽しみにしています。 

光應会員―無事にお盆が終わりました。 

梶原会員―お盆が無事に終わりました。今日皆さんに会えてとて 

も嬉しいです。 

芳賀会員―二水会優勝しました。 

野村会員―土曜日の双葉学園の川遊びにご参加頂いた皆様、 

        ありがとうございました。 

合計  ２０，０００円 

 

 

 

 

 

 

 

 

            祝お誕生日祝いー芳賀元生会員  

鍋島律子会員 

 

 

東筑紫学園高校インターアクトクラブは、インターアクト分科会とし 

て、6 つのテーマを掲げ、活動していきます。 

１．国際交流 

２．子ども食堂 

３．コンタクト空ケース回収 

４．シトラスリボン 

５．エコキャップ 

６．保護犬、猫 

 

  8月 27日(日) “24時間 TV 愛は地球を救う” の募金活 

動をします。小倉井筒屋本館と新館のあいだのスペースです。 

どうぞご協力をお願い致します。 

 

第 2700地区のインターアクトクラブ 32校のうち、1年間の活 

動で活動内容が優れたクラブに与えられる「インターアクト・オブ・ 

ザ・イヤー」を受賞しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幹事報告                       森本幹事 

 

ニコニコ献金報告                     

累計  １３３，５００円 

卓話の時間                     

東筑紫学園高校インターアクトクラブ 

  「これからのインターアクトクラブの活動」 


